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　4月9日から15日まで、マレーシア・ランカウイで開催された第4回ジオ
パーク国際ユネスコ会議において、次回のジオパーク国際ユネスコ会議が日本
で初めて平成24年に島原半島で開催されることが決定されました。
　写真は、会議に出席した島原半島ジオパーク推進連絡協議会長の横田修一郎
島原市長らが、島原開催決定を受けて舞台あいさつを行っているところです。
　ジオパーク国際ユネスコ会議は、世界各地のジオパークや、ジオパークの加
盟認定を目指す地域がひとつのネットワークとして連携し、ジオパークの概念
や、世界各地のジオパークの取り組み例を共有しながら、お互いのジオパーク
の質を高めていくことを目的に、2年に一度開催されています。

有明海にひらく湧水あふれる火山と歴史の田園都市　島原
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次目「ジオパーク国際ユネスコ会議」の
島原半島開催が決定！

第4回ジオパーク国際ユネスコ会議第4回ジオパーク国際ユネスコ会議
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●劇団ショーマンシップ公演「竜馬と龍馬」

　ＮＨＫ大河ドラマの「龍馬伝」にちなみ、長崎と

も深い関わりのある「坂本龍馬」を描いたオリジナ

ルの舞台演劇です。

�と　き　　６月13日（日）　14時開演

�ところ　　有明総合文化会館

�入場料　　（全席自由）

　　　　　　・一般　1, 500円（当日300円増）

　　　　　　・高校生以下　無料

　　　　　　　（入場整理券が必要）

※入場整理券は、各チケット取扱所でお求め下さい

�チケット取扱所

　有明総合文化会館、島原文化会館、ながせや中堀

　店、横浜屋、ウィルビー、島原市民劇場、ファミ

　リーマート（チケットぴあ）

�問い合わせ先

　文化・スポーツ振興グループ（☎６８－１１１１

　内線６６２）または有明総合文化会館（☎６８－

　５８００）

●島原市の歩み展

　（11月中旬、島原文化会館）

●童謡・子守唄まつり

　（12月12日（日）、島原文化会館）など

　ほかにも各種イベントが予定されていますので、

随時お知らせします

　
４
月
４
日
、
本
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
の
主
催
に
よ
り
島
原
文
化
会

館
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
、
島
原
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
よ
う

と
本
市
が
誘
致
を
行
い
、
平
成
13
年
以
来
８
年
ぶ
り
の
島
原
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
３
日
の
予
選
会
で
は
、
応
募
総
数
４
７
２
組
の
中
か
ら
２
５
０
組
が
歌

声
を
競
い
、
本
番
出
場
の
20
組
が
決
定
。
本
番
は
、
出
演
者
の
熱
唱
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
松
本
和
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
名
司
会
に
よ
り
、
ス
テ
ー

ジ
と
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
松
本
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
市
内
の
出
場
者
か
ら
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹

介
や
坂
本
龍
馬
の
初
上
陸
の
話
も
出
て
、
国
内
外
に
島
原
の
魅
力
を
発
信

す
る
格
好
の
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。
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チャンピオンは
市内在住の池田勝子さん
チャンピオンは
市内在住の池田勝子さん

ゲストは川中美幸さんと前川　清さんゲストは川中美幸さんと前川　清さん

今後予定されている70周年記念イベント

出
演
者
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
最
高
の
盛
り
上
が
り



　
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ
た
っ
て
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
民
話
の
中
に
伝
わ
る
ジ
オ
パ
ー
ク

を
紹
介
し
ま
す
。

山
の
三
太
郎

　
「
む
か
し
む
か
し
、
雲
仙
岳
は
、

帯
山
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
火
山
で
し

た
。
何
度
も
大
き
な
爆
発
を
く
り
返

し
て
、
そ
の
た
び
に
ま
っ
赤
に
焼
け

た
溶
岩
を
吹
き
出
す
の
で
す
」
と
い

う
く
だ
り
で
は
じ
ま
る
「
山
の
三
太

郎
」
は
、
雲
仙
火
山
の
中
で
も
過
去

数
万
年
以
降
に
形
成
さ
れ
た
山
（
普

賢
岳
、
妙
見
岳
、
国
見
岳
）
の
地
形

を
「
加
戸
ケ
淵
」
に
住
む
お
し
ゃ
べ

り
好
き
な
カ
ッ
パ
に
た
と
え
た
こ
っ

け
い
な
昔
話
で
す
。
私
た
ち
の
先
祖

に
は
、
近
接
し
た
３
つ
の
山
が
、
仲

の
良
い
友
達
同
士
に
見
え
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

み
そ
五
郎
や
ん

　
「
昔
む
か
し
、
西
有
家
で
一
番
高

い
高
岩
山
に
大
き
な
男
が
住
ん
で
お

っ
た
。
こ
の
大
男
、
人
が
良
く
、
ち

か
ら
持
ち
で
だ
れ
や
か
れ
や
か
ら
好

か
れ
て
お
っ
た
そ
う
な
」
。

　
毎
年
11
月
の
初
旬
に
、
南
島
原
市

で
開
催
さ
れ
る
大
き
な
お
祭
り
の
名

前
に
も
な
っ
て
い
る
「
み
そ
五
郎
や

ん
」
は
、
雲
仙
火
山
の
中
で
も
古
い

溶
岩
ド
ー
ム
で
あ
る
高
岩
山
付
近
の

地
形
や
、
有
明
海
に
浮
か
ぶ
湯
島
、

島
原
半
島
の
南
部
に
見
ら
れ
る
赤
い

土
が
登
場
す
る
物
語
で
す
。
島
原
半

島
の
自
然
が
大
好
き
な
、
気
の
優
し

い
力
持
ち
の
大
男
は
、
昔
も
今
も
私

た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

竜
女
お
す
わ

「
そ
の
む
か
し
む
か
し
、
島
原
の
ご

城
下
に
、
杏
庵
と
い
う
若
い
医
者
が

い
ま
し
た
」
で
は
じ
ま
る
こ
の
お
話
。

諏
訪
の
池
の
近
く
で
い
じ
め
ら
れ
て

い
た
大
き
な
白
蛇
を
助
け
た
医
者
が

不
思
議
な
美
女
と
出
会
う
こ
の
物
語

は
、
約
２
０
０
年
前
に
起
こ
っ
た
寛

政
の
噴
火
を
き
っ
か
け
に
作
ら
れ
た

昔
話
で
す
。

　
寛
政
の
噴
火
の
と
き
に
は
、
「
竜

女
お
す
わ
」
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

の
昔
話
が
作
ら
れ
、
山
の
噴
火
の
様

子
や
当
時
の
災
害
の
状
況
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　
島
原
半
島
の
美
し
い
自
然
や
大
地

の
恵
み
は
、
多
く
の
唄
に
も
歌
わ
れ

て
い
ま
す
。
普
賢
岳
、
国
見
岳
、
妙

見
岳
の
山
並
み
の
美
し
さ
を
歌
っ
た

「
島
原
木
挽
き
唄
」
、
豊
富
な
海
の

幸
を
採
る
漁
の
情
景
や
、
小
浜
温
泉

が
登
場
す
る
「
お
な
よ
い
節
（
島
原

バ
ラ
節
）
」
な
ど
の
民
謡
か
ら
は
、

人
々
が
大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
、
尊

ぶ
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
周
り
に

は
ジ
オ
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
は
そ
の
か
け
が
え
の
な
い

恵
み
や
感
謝
の
気
持
ち
を
、
数
多
く

の
民
話
や
民
謡
に
変
え
て
私
た
ち
に

伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

ら
に
触
れ
、
今
一
度
、
身
の
回
り
の

ジ
オ
の
恵
み
を
再
発
見
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
は
、
４
月
10
日
か
ら
15
日
ま

で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ
ン
カ
ウ
イ
島

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
４
回

ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」

の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。
お
楽
し
み

に
。

島原半島ジオパーク
　　 キャラクター決定！
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世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑥世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑥世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑥世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑥
島原半島ジオパーク推進連絡協議会 （☎65－5540）

テーマ：歴史・民話　～昔話が伝える大地の恵み～

島原半島ジオパーク
　　 キャラクター決定！
　昨年末から募集を行っていた「島原半島ジオパー

クキャラクター」の最優秀賞１点と優秀賞２点が決

まりました。応募総数２０５点の作品に対し、厳正

に審査を行った結果、最優秀賞は新潟県燕市在住の

信貴正明さんの作品、優秀賞は、大阪市在住の前田

昌克さん、と大阪市在住の

塩崎エイイチさんの作品に

それぞれ決定いたしました。

　今後、島原半島ジオパー

クのロゴマークとともに、

島原半島ジオパークをＰＲ

していきますので、よろし

くお願いいたします。 最優秀賞
信貴正明さんの作品

ふ
ち

が

か

ど



平成22年4月1日から市役所の組織が変わりました
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組織機構見直しの必要性

○少子高齢化や長引く景気低迷の影響などにより、本市の財政は厳しさを増しています

○一方、社会経済情勢の変化および多様化する市民ニーズへの的確な対応が、今日の地

　方自治体に求められています

○これらの課題に対応するため、これまで以上に行政運営の簡素化と効率化を図り、機

　動的な組織体制を構築する必要があります

組織機構見直しの基本的な考え方

○『部制』を導入し、組織間の連携強化と意思決定の迅速化を図ります

○『課・係制」を廃止し、突発的な業務や多様な行政ニーズに機動的に対応するため、

　『グループ制』を導入しました

○教育委員会が所管する「文化」および「スポーツ」に関する事務の一部を市長部局に

　移しました

○引き続き組織の簡素化と効率化に向けて、事務事業の見直しや民間委託などを推進し

　ます

平成22年4月1日から市役所の組織が変わりました平成22年4月1日から市役所の組織が変わりました

市 役 所 の 人 事 異 動

部　　長　　職

氏　　名新　　所　　属

グ ル ー プ 長 職

氏　　名新　　所　　属

倉重　貴一市長公室長

平成22年4月1日付けのグループ長職以上の人事異動は次のとおりです。

グ ル ー プ 長 職

氏　　名新　　所　　属

小畑　英二市長公室政策企画グループ長

坂本　昌晴市長公室文化・スポーツ振興グループ長

堀　　利久総務部経営管理グループ長

本多　敏治総務部税務グループ長

本多　直行総務部契約管財グループ長

福島　正一総務部長

森松　光明市民生活部長

鍬取陽一郎福祉保健部長兼福祉事務所長

柴崎　博文産業振興部長

梶山　正剛

小川　　学

入江　正行

高見　彰久

まちづくり基盤整備部長

議会事務局長

教育次長兼教育総務グループ長

市長公室理事
（島原地域広域市町村圏組合派遣）

鐘ヶ江保親市民生活部市民生活グループ長兼市民相
談センター所長

小峯　克彦市民生活部環境グループ長

梅村　政則福祉保健部保険・健康増進グループ長

金子　忠教産業振興部産業政策グループ長

五反田　久産業振興部物産流通グループ長

村里　祐治産業振興部農林水産グループ長

田上　伸一産業振興部観光・ジオパークグループ長

大津　義兼まちづくり基盤整備部建設整備グループ長

松本　　正会計管理者兼会計室長

造酒　星市市民生活部市民窓口グループ長兼選挙管
理委員会事務局長

田崎　和雄福祉保健部福祉保健総務グループ長兼福
祉事務所次長

永田香代子福祉保健部こども支援グループ長兼福祉
事務所次長兼母子生活支援施設長

森　純一郎まちづくり基盤整備部まちづくり管理グ
ループ長

中村　義則教育委員会社会教育グループ長

林田　行弘教育委員会学校教育グループ長兼有明学
校給食センター所長



　今まで県の窓口で行っていたパスポートの申請が、４

月１日から市役所の市民窓口でできるようになりました。

　申請に必要な戸籍謄本や印紙・証紙などを市役所で揃

えることができるようになり、利便性が向上しています。

　市議会３月定例会最終日に、議会

の同意を経て、固定資産評価審査委

員会委員と公平委員会委員に次の人

たちが選任されました。

　固定資産評価審査委員会委員

　　山�　黄洋  氏（再任）

　　井口　幸雄  氏（再任）

　　本多　善一郎  氏（新任）

　公平委員会委員

　　山本　喜世子  氏（新任）

ウ
ォッチング

まち
かど

7　  平成22. 5.

まち
かど

【略歴】

愛媛大学法文学部卒業。昭和52年

に長崎県職員に採用され、交通局

営業部長、地域振興部国際課長、

教育庁総務課長などを歴任。

固定資産評価審査委員会委員、
公平委員会委員を選任



　病気やけがなどで輸血を必要としている患

者さんの尊い生命を救うため、日本赤十字社

では、16歳から69歳までの健康な方に献血の

協力をお願いしています。

※65歳以上の人の献血は、献血する人の健康

　を考え、60歳から64歳までのあいだに献血

　経験がある人に限ります。

　　　　　　◆毎月、献血バスが市内を巡回

　　　　　　　します。詳しい日程は電話で

　　　　　　　問い合わせてください。

　ウォーキングは運動不足を解消し、生活習慣病

を予防したり、体脂肪を燃焼させるなどダイエッ

ト効果もある有酸素運動の１つです。

　楽しく続けられる健康づくりのためのウォーキ

ングについて、講話や実技を行います。

■と　　き　５月27日（木）（※）、６月４日（金）

　　　　　　６月17日（木）、７月８日（木）

　　　　　　８月５日（木）、９月24日（金）（※）

　　　　　　９時30分から11時30分まで

※長崎大学准教授（体育科学博士）

　中垣内　真樹　先生の講話、実技を行います

■と こ ろ　有明体育館

■対 象 者　40歳から70歳までの人

■募集人数　30人（先着順）

■参 加 料　無料

■準 備 品　体育館シューズ

■申込方法　電話により受け付けます

■申込期限　５月21日（金）まで

　妊娠初期は赤ちゃんの成長はもちろん、お

母さんの健康を維持するためのとても大切な

時期です。しかし、外見からは、妊娠してい

るかどうか判断しにくいものです。

　市では、母子手帳を交付するときにマタニ

ティーマーク入りのキーホルダーを配付して

います。もしも、この

マークを付けているお

母さんを見かけたら、

思いやりのある気遣い

をお願いします。

　
平
成
18
年
度
か
ら
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
）
に
よ
る
２
回
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
感
染
予
防
や
流
行

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
接
種
期
間
内

に
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
20
年
か
ら
２
回
目
の
予
防

　
接
種
を
受
け
る
機
会
と
し
て
、

　
第
３
・
４
期
に
相
当
す
る
人
も

　
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者

・
第
１
期
　
１
歳
か
ら
２
歳
未
満

　
の
人

・
第
２
期
　
平
成
16
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
人

・
第
３
期
　
平
成
９
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
人

・
第
４
期
　
平
成
４
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
人

▼
と
こ
ろ
　
県
内
予
防
接
種
実
施

　
医
療
機
関

▼
接
種
期
間

・
第
１
期
　
２
歳
の
誕
生
日
の
前

　
日
ま
で

・
第
２
期
か
ら
第
４
期
ま
で
　
平

　
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

▼
接
種
料
金
　
接
種
期
間
内
は
無

　
料

▼
持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手

　
帳
、
予
診
票

　
日
ご
ろ
の
介
護
の
苦
労
話
や
悩

み
な
ど
を
語
り
合
う
場
と
し
て
、

介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
５
月
10
日
（月）
　
13
時

　
30
分
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
在
宅
で
介
護
を
し
て

　
い
る
人

▼
内
　
容
　
座
談
会
、
認
知
症
に

　
つ
い
て
の
講
話
、
楽
に
で
き
る

　
介
護
の
コ
ツ
な
ど

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
育
て

方
や
悩
み
な
ど
を
語
り
合
う
場
と

し
て
、
毎
月
１
回
、
保
護
者
の
つ

ど
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
毎
月
第
２
土
曜
日
　

　
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
座
談
会
や
学
校
見
学

　
な
ど
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麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん

（
三
日
は
し
か
）の
予
防
接
種

そ
よ
か
ぜ
の
つ
ど
い

（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

わ
か
ば
の
会

献血にご協力ください ウォーキング 教室

マタニティマークを 　
　　  知っていますか？

けんけつちゃん



　
幼
児
期
に
入
る
１
歳
ご
ろ
か
ら

社
会
的
な
活
動
が
活
発
に
な
る
３

歳
ご
ろ
に
か
け
て
、
子
ど
も
は
心

身
と
も
に
目
覚
ま
し
い
発
達
を
遂

げ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
子
ど
も
は

運
動
能
力
や
言
語
能
力
が
発
達
す

る
と
と
も
に
、
自
立
心
が
芽
生
え

好
奇
心
が
旺
盛
に
な
り
、
取
り
巻

く
環
境
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
す
。
幼
児
期
は
、
子
ど
も
の
人

生
の
基
礎
を
築
く
最
も
大
切
な
時

期
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
成
長
・
発
育
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
ほ
か
の
子
と
の
違
い
を

気
に
せ
ず
に
、
次
の
点
を
参
考
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
育
を
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
リ
ズ
ム
を
大
切
に

○
基
本
は
早
寝
早
起
き

　
夜
更
か
し
や
朝
寝
坊
は
、
体
や

　
情
緒
に
変
調
を
来
た
し
ま
す
。

○
食
　
事

　
食
事
の
時
間
を
き
ち
ん
と
決
め

　
朝
食
は
し
っ
か
り
取
る
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
偏
食
な

　
ど
で
思
う
よ
う
に
食
べ
て
く
れ

　
な
い
子
ど
も
に
は
、
無
理
強
い

　
を
せ
ず
、
楽
し
く
食
事
を
す
る

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
清
潔
を
心
が
け
て

　
外
出
後
や
食
事
前
な
ど
は
、
必

　
ず
手
を
洗
う
こ
と
を
習
慣
づ
け

　
入
浴
時
に
は
全
身
を
き
れ
い
に

　
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
の
３
歳
児
・
５
歳
児
健
診

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
約

50
％
の
子
ど
も
が
22
時
以
降
に
就

寝
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
子
ど
も
は
身
近
に
い
る

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
姿
を
み

て
生
活
習
慣
を
覚
え
ま
す
。
家
族

で
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

遊
び
の
中
で
育
つ
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ　
体
を
動
か
す
・
触
る
・
見
る
・

聞
く
（
聴
く
）
・
想
像
す
る
な
ど

の
体
験
は
、
運
動
能
力
・
手
先
の

器
用
さ
・
こ
と
ば
・
豊
か
な
感
性

な
ど
の
能
力
を
育
て
ま
す
。
ま
た

ほ
か
の
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
で
、

社
会
性
を
養
い
ま
す
。

○
外
で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う

　
家
の
中
で
は
で
き
な
い
砂
遊
び

　
や
水
遊
び
な
ど
は
、
創
造
性
を

　
高
め
る
魅
力
的
な
刺
激
が
い
っ

　
ぱ
い
で
す
。

○
丈
夫
な
体
を
作
る
運
動
遊
び

　
運
動
能
力
が
発
達
す
る
時
期
で

　
す
。
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体

　
験
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
絵
本
の
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
絵
本
は
子
ど
も
の
創
造
力
を
育

　
て
た
り
、
親
子
が
接
す
る
時
間

　
を
作
り
ま
す
。

し
つ
け
は
気
長
に
、
柔
軟
に

　
し
つ
け
は
、
子
ど
も
の
や
る
気

を
援
助
し
た
り
、
達
成
感
や
自
信

を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

親
の
押
し
つ
け
は
で
き
る
だ
け
避

け
、
発
育
状
況
に
応
じ
て
、
ゆ
っ

く
り
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
発
育
や
し
つ
け
は
、

親
の
思
い
ど
お
り
に
行
か
な
い
も

の
で
す
。
日
ご
ろ
の
悩
み
や
疑
問

は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

心
理
相
談
や
言
語
相
談
、
乳
幼
児

相
談
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
保
健
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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幼児期の発育と育児

健
康ガ
イ

ド

今月のテーマ

土・日

月 誤 嚥 性 肺 炎

早 漏 で お 悩 み の 方 へ

金 夢 遊 病

木 難 聴 の な り 始 め

水 お た ふ く 風 邪 と 難 聴

火 治 り に く い 肩 の 痛 み
5
　
　 

月

健康テレホンサービス

ダイヤルしてみませんか
TEL 095－826－5511

えんご

休日の

■ 当番医　　　診療時間 午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間 午前9時～正午

お医者さん
歯医者さん

電話番号日 医  療  機  関

柴 田 長 庚 堂 病 院 中 堀 町 64－1111

原田形成整形外科医院 片 町 64－3939

愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36－0015

宮 崎 歯 科 医 院 萩原二丁目 62－1180

松 岡 病 院 江 戸 丁 62－2526

山口外科胃腸科医院 大手原町 62－3200

石橋こどもクリニック 新町一丁目 65－0008

愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36－0015

い な だ 歯 科 加 美 町 62－2901

木 下 内 科 医 院 中 野 町 64－5851

西 村 ク リ ニ ッ ク 下川尻町 62－0888

愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36－0015

寺 田 歯 科 診 療 所 新町二丁目 62－4427

かわはら内科胃腸科医院 坂 上 町 62－5413

土井外科胃腸科医院 中 町 62－6305

愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36－0015

み や ざ き 歯 科 湖 南 町 62－7300

魚 住 医 院 城内一丁目 63－2286

酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62－6655

梅 津 医 院 雲仙市国見町 78－5156

大 岡 歯 科 医 院 弁天町一丁目 63－7616

坂 本 内 科 医 院 親 和 町 63－4641

稲田整形外科医院 片 町 62－6355

本 田 医 院 雲仙市国見町 78－2768

大 場 歯 科 浦田一丁目 62－4579

くすのきクリニック 有明町大三東 68－5500

い と う 整 形 外 科 広馬場町 61－0110

佐 藤 医 院 雲仙市国見町 78－5555

み な と 歯 科 医 院 中 組 町 63－1747

喜 多 内 科 医 院 弁天町二丁目 62－5101

原田形成整形外科医院 片 町 64－3939

太 田 整 形 外 科 雲仙市国見町 78－5413

植 木 歯 科 白 土 町 62－3765

お か も と 内 科 柏 野 町 65－0500

山口外科胃腸科医院 大手原町 62－3200

宮 田 小 児 科 医 院 上の原二丁目 62－5045

松 本 内 科 医 院 雲仙市国見町 65－3333

キ タ 忍 歯 科 医 院 湊 町 63－6711

2
日

（日）

3
日

（月）

4
日

（火）

5
日

（水）

9
日

（日）

16
日

（日）

23
日

（日）

30
日

（日）

6
月
6
日

（日）

5月

※都合により変更することがあります



初心者の人を対象に文書作成ソフ
ト・ワード（Word）を使って文
字の入力や文書の作成、編集など
を行います。

●と　き　5月24日（月）、

　　　　　26日（水）、27日（木）

　　　　　13時30分から

　　　　　15時30分まで

●ところ　安中公民館

●内　容　簡単で楽しいあいさ

　　　　　つ文を作りましょう

　①パソコンの周辺機器の説明

　　と実践

　②はがきサイズであいさつ文

　　作成

　③簡単な絵（イラスト）を取

　　り入れて印刷まで

●講　　師　内島　美和　先生

●募集人数　12人

●受 講 料　無料

●申込期限　5月17日（月）まで

●申し込み・問い合わせ先

　安中公民館

世界に一つだけの陶器を作ってみ
ませんか。

●と　き　5月11日（火）、13日（木）

　　　　　18日（火）、20日（木）、

　　　　　25日（火）、27日（木）

　　　　　10時から12時まで

●ところ　杉谷公民館

●募集人数　15人

●受講料　材料費等実費

●申し込み・問い合わせ先

　杉谷公民館

簡単に着付けができて、名古屋帯・
袋帯を自分で結べるようになります。

●と　き　5月10日（月）、17日（月）

　　　　　24日（月）、31日（月）、

　　　　　6月7日（月）

　　　　　20時から22時まで

●ところ　杉谷公民館

●募集人数　15人

●受講料　無料

●申し込み・問い合わせ先

　杉谷公民館

花づくりの基礎や管理・園芸用土
の作り方を学べます。

●と　き　5月10日（月）、17日（月）

　　　　　24日（月）

　　　　　10時から12時まで

●ところ　杉谷公民館

●募集人数　15人

●受講料　材料費等実費

●申し込み・問い合わせ先

　杉谷公民館

初心者を対象者としたお茶作法講
座です。

●と　き　5月10日（月）、17日（月）

　　　　　24日（月）

　　　　　10時から12時まで

●ところ　杉谷公民館

●募集人数　15人

●受講料　無料

●申し込み・問い合わせ先

　杉谷公民館

台本を手にしたまま行うドラマ・リーディングは、
さながら役者のように読みあって表現し、物語を
経験する講座です。経験などは問いません。

●と　　き　  5月12日（水）、14日（金）、17日（月）、24日（月）、26日（水）
　　　　　　  19時30分から

●と こ ろ　  森 岳 公 民 館　　●参加費　819円（テキスト代）

●テキスト　  「から騒ぎ」（シェークスピア作）

●講　　師　  内嶋　善之助　　●申し込み・問い合わせ先　森岳公民館

●と　き　５月から３月までの第３土曜日　10時から12時まで

●ところ　島原図書館　 ●対 象　小中学生、保護者

●講　師　松尾　卓次　先生ほか

●内　容　（５月）松平文庫とは　（６月）島原大変
　　　　　（７月）藩日記　（９月）お殿様、能・狂言
　　　　　（10月）藩　校　（11月）明細帳
　　　　　（12月）薬　園　（１月）深溝世紀
　　　　　（２月）城　　　（３月）城下町の地図

●問い合わせ先　社会教育グループ（☎68－5473）
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◆白山公民館（☎63－2221）

◆安中公民館（☎63－2253）

◆霊丘公民館（☎64－2023）

◆森岳公民館（☎63－2242）

◆杉谷公民館（☎63－2231）

◆三会公民館（☎62－4505）

◆有明公民館（☎68－1101）

公民館では各種講座を行っています

あなたも参加してみませんか

市民参加 「ドラマ・リーディング講座」 （シェークスピア編①）

松平文庫で島原の歴史を学ぼう ～ 親子歴史教室 ～

初歩のパソコン教室初心者の陶芸教室 楽しい園芸教室

か～んたん着付講座 はじめてのお茶作法



　
皆
さ
ん
は
毎
日
ど
れ
く
ら
い
歩
い

て
い
ま
す
か
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
「
秋
波
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
21
年
に

開
催
さ
れ
た
市
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
受
講
し
た

人
が
中
心
と
な
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
42
人
で
、
毎

月
１
回
約
１
時
間
か
け
て
市
内
を
歩

い
て
る
そ
う
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
伊

達
信
子
さ
ん
は
「
普
段
、
車
で
は
見

過
ご
す
よ
う
な
場
所
が
、
歩
い
て
い

る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
し
、
歩
い
て

も
疲
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り

景
色
や
花
な
ど
を
見
な
が
ら
、
仲
間

の
人
た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
が

で
き
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
活
動
を
続

け
て
い
く
う
ち
に
、
買
い
物
も
歩
い

て
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
通
院

す
る
回
数
が
減
っ
た
人
も
い
て
、
楽

し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
健

康
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
歩
く
に
は
ち

ょ
う
ど
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
も
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
…
伊
達
信
子
（
☎
　
２
０
５

５
）

　
「
ま
だ
れ
い
な
銘
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
」
は

山
寺
町
の
共
同
墓
地
内
に
あ
り
「
ま
だ
れ
い

な
の
墓
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
だ
れ
い
な
」
と
は
、
女
性
信
者
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
「
マ
ダ
レ
イ
ナ
」
の
こ

と
で
、
こ
の
墓
碑
の
正
面
左
下
に
ひ
ら
が
な

で
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
は
か
ま
ぼ
こ
型
の
、
平

地
に
伏
せ
る
型
の
伏
碑
が
多
い
の
で
す
が
、

「
ま
だ
れ
い
な
の
墓
」
は
、
普
通
の
墓
石
の

よ
う
に
立
て
て
あ
る
自
然
石
の
立
碑
で
す
。

こ
の
形
式
は
珍
し
く
、
昭
和
２
年
に
県
の
史

跡
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
島
原
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
え
ら
れ
た
の
は

戦
国
時
代
の
永
禄
６
年
（
１
５
６
３
年
）
で

当
時
の
大
名
有
馬
氏
の
招
き
に
応
じ
て
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父
が
布
教
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
人
が
入
信
し

ま
し
た
が
、
島
原
の
乱
や
幕
府
の
禁
教
令
に

よ
る
弾
圧
に
よ
り
信
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く

な
り
ま
す
。
信
仰
を
守
る
人
は
い
わ
ゆ
る
「
隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
し
て
潜
伏
し
ま
す
が
、

そ
の
実
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
内
に
は
、
島
原
城
の
本
丸
に
、
亀
の
甲

町
と
南
島
原
市
有
家
町
で
発
見
さ
れ
た
か
ま

ぼ
こ
型
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
が
１
基
ず
つ
移

設
さ
れ
て
お
り
、
崇
台
寺
境
内
に
も
１
基
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
城
内
三
丁
目
に
は
イ
エ
ズ

ス
会
の
会
章
（
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）
入
り
の
石
碑
も
発

見
さ
れ
て
お
り
、
島
原
に
一
時
期
キ
リ
ス
ト

教
が
栄
え
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
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「 

秋
　
波 

」

し 

ゅ 

う 

は

ふ
る
さ
と
再
発
見

― 

ま
だ
れ
い
な
銘
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑 

―



島
原
市
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

・
高
校
（
専
修
学
校
の
高
等
課
程

　
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
課
程
を

　
含
む
）
…
１
万
５
０
０
０
円

・
高
校
以
外
（
大
学
、
短
期
大
学
、

　
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な

　
ど
）
…
２
万
５
０
０
０
円

※
貸
し
付
け
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
市
内
在

　
住
で
あ
る
こ
と

②
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る

　
人
で
あ
る
こ
と

③
経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難

　
な
人
で
あ
る
こ
と

④
学
業
成
績
が
良
好
で
、
品
行
方

　
正
な
人
で
あ
る
こ
と

⑤
日
本
学
生
支
援
機
構
、
県
育
英

　
会
な
ど
の
奨
学
生
で
な
い
こ
と

▼
償
還
方
法
　
高
校
な
ど
卒
業
の

　
半
年
後
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け

　
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
に
、

　
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
の
方
法
で

　
償
還

▼
受
付
期
限
　
６
月
30
日
（水）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線

　
６
２
２
）

　
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
が
10
月
１
日
に
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
約
３
５
０
人
の
調

査
従
事
者
が
必
要
な
た
め
、
調
査

員
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

▼
業
務
内
容
　
調
査
票
の
配
布
、

　
回
収
、
点
検
、
提
出

▼
調
査
従
事
期
間
　
９
月
１
日
か

　
ら
10
月
31
日
ま
で

▼
報
　
酬
　
１
調
査
区
あ
た
り
約

　
３
万
９
０
０
０
円

▼
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
人
で

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
市
内
在
住
の
人

・
調
査
活
動
が
で
き
る
健
康
な
人

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関

　
係
し
な
い
人

▼
募
集
期
限
　
６
月
30
日
（水）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
経
営
管
理
グ
ル
ー

　
プ
総
務
行
政
班
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
経
営

　
管
理
グ
ル
ー
プ
総
務
行
政
班（
☎

　
内
線
１
５
３
）

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

▼
受
験
資
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未

　
満
の
人

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
お
よ

　
び
自
衛
官
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
限
　
５
月
10
日
（月）
ま
で

▼
試
験
日
　
５
月
15
日
（土）
・
16
日

　
（日）

幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

▼
受
験
資
格
　
20
歳
以
上
30
歳
未

　
満
で
専
門
の
大
学
卒
業
（
見
込
）

　
の
人

※
薬
剤
は
26
歳
未
満
、
薬
学
修
士

　
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
限
　
５
月
10
日
（月）
ま
で

▼
試
験
日
　
５
月
15
日
（土）

一
般
曹
候
補
生

▼
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

　
満
の
人

▼
受
付
期
限
　
５
月
10
日
（月）
ま
で

▼
試
験
日
　
５
月
22
日
（土）

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

　
満
の
人

▼
受
付
期
間
　
随
時

▼
試
験
日
　
受
け
付
け
の
と
き
に

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎

　
３
７
５
９
）

▼
業
務
内
容
　
介
護
認
定
の
調
査

　
に
係
る
業
務

▼
雇
用
期
間
　
平
成
22
年
７
月
１

　
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

　
で
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

　
日
、年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

※
更
新
の
場
合
あ
り

▼
勤
務
時
間
　
８
時
30
分
か
ら
17

　
時
15
分
ま
で

▼
報
　
酬
　
日
額
８
０
０
０
円

▼
応
募
資
格
　
50
歳
以
下
（
平
成

　
22
年
４
月
１
日
現
在
）
の
人
で

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

　
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
お
よ
び

　
介
護
保
険
の
認
定
調
査
の
実
務

　
経
験
の
あ
る
人

・
介
護
、
医
療
、
福
祉
関
連
の
事

　
業
所
に
勤
務
し
て
い
な
い
人

・
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

　
き
る
人

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

　
る
人

▼
募
集
期
限
　
５
月
27
日
（木）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
必
要
な
資
格
な
ど

　
を
証
明
で
き
る
書
類
の
写
し
を

　
履
歴
書
に
添
え
、
持
参
ま
た
は

　
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
応
募
期

　
限
最
終
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
島
原

　
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護

　
保
険
課
（
〒
８
５
９
ー
１
４
９

　
２
　
島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊

　
１
３
２
７
番
地
　
☎
　
９
１
０

　
３
）

情

報

の

ら

し

く

■市 役 所
　　（代表）☎63－1111
■有明庁舎
　　（代表）☎68－1111
　　　　産 業 振 興 部
　　　　有 明 支 所
　　　　教 育 委 員 会
　　　　農 業 委 員 会
　　　　水 道 局
　　　　文化・スポーツ振興グループ

■ホームページ
http//www.city.shimabara.lg.jp/

■電 子 メ ー ル
info@city.shimabara.lg.jp
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募
　
　
　
集

奨
学
金
の
貸
し
付
け

国
勢
調
査
の
調
査
員
募
集

自
衛
官
募
集

介
護
保
険
の
嘱
託
職
員
募
集



▼
業
務
内
容
　
病
棟
看
護
業
務

▼
雇
用
期
間
　
６
カ
月
（
希
望
に

　
よ
り
更
新
可
能
）

▼
勤
務
場
所
　
長
崎
県
島
原
病
院

▼
賃
　
金
　
看
護
師
…
日
額
８
９

　
０
０
円
、
准
看
護
師
…
日
額
７

　
７
０
０
円

▼
応
募
資
格
　
看
護
師
ま
た
は
准

　
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

▼
応
募
方
法
　
必
要
な
資
格
を
証

　
明
で
き
る
書
類
の
写
し
に
履
歴

　
書
を
添
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送

　
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎

　
県
島
原
病
院
（
〒
８
５
５
ー
０

　
８
７
１
　
島
原
市
下
川
尻
町
７

　
８
９
５
番
地
　
☎
　
１
１
４
５
）

▼
と
　
き
　
６
月
19
日
（土）
、
７
月

　
17
日
（土）
、
８
月
28
日
（土）
、
９
月

　
11
日
（土）
、
10
月
９
日
（土）
、
11
月

　
６
日
（土）
（
計
６
回
）
　
９
時
30

　
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
島
原
農
業
高
校

▼
対
象
者
　
親
子
で
参
加
で
き
る

　
人

▼
内
　
容
　
い
も
類
、
乳
製
品
、

　
秋
野
菜
づ
く
り
の
実
習

▼
受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
２
０
０
０
円
程
度
が
必

　
要
で
す

▼
募
集
人
員
　
10
組
20
人
（
応
募

　
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
募
集
期
限
　
５
月
28
日
（金）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
性

　
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

　
し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
島
原
農
業
高

　
校
（
☎
　
５
１
３
５
）

▼
申
し
込
み
先
　
社
会
教
育
グ
ル

　
ー
プ
（
〒
８
５
９
ー
１
４
９
２

　
島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊
１
３

　
２
７
番
地
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
５
４
８

　
０
）

手
話
講
習
会
（
基
礎
課
程
）

▼
と
　
き
　
５
月
20
日
（木）
か
ら
平

　
成
23
年
２
月
24
日
（木）
ま
で
の
毎

　
週
木
曜
日
　
19
時
45
分
か
ら
21

　
時
15
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
市
内
に
在
住
し
、
手

　
話
講
習
会
入
門
課
程
を
修
了
し

　
た
人

▼
受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
１
４
７
０
円
が
必
要
で

　
す

点
字
講
習
会

▼
と
　
き
　
５
月
20
日
（木）
か
ら
７

　
月
22
日
（木）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　
13
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
市
内
に
在
住
し
、
視

　
覚
障
害
者
の
た
め
の
「
点
字
広

　
報
」
作
り
に
興
味
が
あ
る
人

▼
受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
１
０
５
０
円
が
必
要
で

　
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
　
３

８
５
５
）

▼
施
設
概
要
　
の
ん
の
こ
温
水
セ

　
ン
タ
ー
（
諫
早
市
福
田
町
１
１

　
８
４
番
地
）

▼
業
務
内
容
　
余
熱
利
用
施
設
の

　
運
営
・
管
理

▼
指
定
期
間
　
平
成
23
年
４
月
１

　
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

　
で

▼
応
募
資
格
　
県
内
に
本
社
、
支

　
店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す
る
法

　
人
、
そ
の
他
の
団
体

▼
受
付
期
間
　
５
月
10
日
（月）
か
ら

　
６
月
11
日
（金）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
央
県
南
広
域
環
境
組
合
施
設

　
課
（
☎
０
９
５
７
　
８
２
０
０
）

　
市
で
は
、
６
月
３
日
の
「
い
の

り
の
日
」
に
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災

害
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
々
の
め

い
福
を
祈
る
た
め
、
雲
仙
普
賢
岳

噴
火
災
害
犠
牲
者
追
悼
之
碑
前（
仁

田
団
地
第
一
公
園
内
）
に
献
花
所

を
設
置
し
ま
す
。

　
献
花
用
の
菊
を
準
備
し
ま
す
の

で
献
花
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
　
花

▼
と
　
き
　
６
月
３
日
（木）
　
８
時

　
30
分
か
ら
18
時
ま
で

　
ま
た
、
当
日
は
16
時
８
分
に
サ

　
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、

　
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
通
常
、
国
旗
を
掲
げ
て
い
る
機

　
関
・
事
業
所
に
お
い
て
は
、
半

　
旗
の
掲
揚
を
お
願
い
し
ま
す

　
き
れ
い
な
郷
土
づ
く
り
の
た
め

今
年
１
回
目
の
市
民
清
掃
を
実
施

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
６
月
６
日
（日）

※
悪
天
候
の
と
き
は
、
６
月
13
日

　
（日）
に
順
延

▼
清
掃
方
法

・
各
世
帯
か
ら
１
人
以
上
参
加
し

　
空
き
地
や
道
路
、
公
園
、
側
溝

　
な
ど
、
日
ご
ろ
清
掃
の
行
き
届

　
き
に
く
い
公
的
な
場
所
を
清
掃

　
し
て
く
だ
さ
い

・
当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、
事
前

　
に
清
掃
し
て
く
だ
さ
い

・
定
期
収
集
日
に
出
す
よ
う
な
ご

　
み
や
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
搬
出

　
し
な
い
で
く
だ
さ
い

※
作
業
中
の
事
故
は
速
や
か
に
連

　
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
小
枝
は
50
　
程
度
に
切
断
し
て

　
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
、
環
境
グ
ル
ー
プ
衛

生
保
全
班
（
☎
内
線
１
９
２
）
へ
。

　
過
去
に
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
病
に
感
染
し
た
コ
イ
が
県
内

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
が
飼
っ
て
い
る
コ
イ
や
死
ん
だ

13　  平成22. 5.

お 

知 

ら 

せ

6
月
3
日
は
「
い
の
り
の
日
」

県
立
学
校
地
域
開
放
講
座

親
子
で
楽
し
く
で
き
る

農
業
体
験

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
募
集

手
話
・
点
字
講
習
会

市 

民 

清 

掃

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

臨
時
職
員
（
看
護
師
）の
募
集



　
最
近
、
金
融
機
関
の
窓
口
や

携
帯
電
話
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
新
規
契
約
な
ど
で
本
人
が

確
認
で
き
る
書
類
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
市
で
は
、
安
全
性
に
優
れ
た

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
写
真
付
き
・
写
真
な

し
）
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
「
写
真
付
き
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
は
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

と
同
様
に
、
公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
（
カ

ー
ド
の
有
効
期
限
は
10
年
）
。

　
特
に
高
齢
な
ど
を
理
由
に
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人

の
身
分
証
明
書
と
し
て
有
効
で

す
。

　
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
に
は
電
子
申
請
な
ど
に
必
要

な
電
子
証
明
書
（
別
途
、
手
数

料
５
０
０
円
が
必
要
）
も
保
存

で
き
、
そ
の
機
能
を
利
用
し
て

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
ー
Ｔ

ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
の
特

別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
写
真
１
枚
（
６
カ
月
以
内
に

　
撮
影
し
た
、
正
面
向
き
、
無

　
帽
、
無
背
景
の
縦
４
・
５
　

　
×
横
３
・
５
　
）

※
写
真
な
し
住
民
基
本
台
帳
カ

　
ー
ド
の
場
合
は
不
用

・
手
数
料
　
５
０
０
円

・
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類（
運

　
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

※
申
請
時
に
、
本
人
が
確
認
で

　
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
が
な
い

　
場
合
や
代
理
人
に
よ
る
申
請

　
の
場
合
は
即
日
交
付
で
き
ま

　
せ
ん

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
市
民
窓

口
班
（
☎
内
線
１
８
１
）
ま
た

は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
２
）

コ
イ
を
川
や
池
に
放
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
イ

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
人
や

コ
イ
以
外
の
魚
に
は
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
県
南
水
産
業
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
　
０
４
８
７
）

ま
た
は
農
林
水
産
グ
ル
ー
プ
耕
地

水
産
班
（
☎
内
線
５
５
６
）
へ
。

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
度
の

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
５
月
31
日
（月）
ま
で

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除

　
く

▼
縦
覧
場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ
固

　
定
資
産
税
班
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人
　
市
内
に
土
地

　
ま
た
は
家
屋
を
所
有
す
る
人

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
グ
ル
ー

　
プ
固
定
資
産
税
班
（
☎
内
線
１

　
７
３
）

　
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
活
動
中

の
万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や

　
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
、
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
５

　
人
以
上
の
団
体

▼
保
険
期
間
　
加
入
手
続
き
日
の

　
翌
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日

　
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
・
ス
ポ

　
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
ス
ポ
ー
ツ

　
振
興
班
（
☎
内
線
６
６
２
）

　
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
解

雇
、
倒
産
な
ど
が
原
因
で
離
職
し

た
人
（
特
定
受
給
資
格
者
ま
た
は

特
定
理
由
離
職
者
）
は
、
減
免
申

告
書
の
提
出
に
よ
り
、
最
長
で
２

年
間
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
保
険
・
健
康
増
進

グ
ル
ー
プ
保
険
班
（
☎
内
線
２
３

１
）
ま
た
は
税
務
グ
ル
ー
プ
市
民

税
班
（
☎
内
線
１
７
６
）
へ
。

　
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
通
学
や
通
院
、
通
所
、
仕
事
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
申
請
す
る
と
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
の
軽
自
動
車

・
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、

　
歩
く
こ
と
が
困
難
な
人
が
所
有

　
す
る
車

・
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人

　
と
生
計
を
同
一
に
す
る
人
が
所

　
有
す
る
車
の
う
ち
、
送
迎
と
し

　
て
利
用
す
る
車

・
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人

　
が
利
用
す
る
た
め
の
構
造
に
な

　
っ
て
い
る
車

▼
申
請
方
法
　
軽
自
動
車
税
納
税

　
通
知
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

　
運
転
免
許
証
、
印
鑑
な
ど
を
持

　
参
し
、
減
免
申
請
書
を
５
月
21

　
日
（金）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い

※
減
免
は
１
台
限
り
で
す

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
減
免

800円

1,500円4,000円2,000万円
（3,000万円）

2,000万円
（3,000万円）

600万円
（900万円）

1,500円

掛　金
死　亡

（後遺障害）
入　院

（日額）
通　院

（日額）

傷害保険（補償金額）

（1人年
対象となる団体

・子どものグループ
（中学生以下）

・文 化 活 動 団 体
（高校生以上）

65歳以上

1,600円

600円

成人のスポーツ団体
（高校生以上）

4,000円

1,800円 1,000円

平成22. 5.  　14

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

軽
自
動
車
税
の
減
免

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

作
り
ま
せ
ん
か

島原市

0000年00月00日まで有効
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島原　花子
島原市上の町５３７
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の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

　
り
ま
す

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務

　
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班
（
☎
内
線

　
１
７
１
）

　
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
に
し

て
い
る
人
の
納
税
証
明
書
は
６
月

中
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
が
、

５
月
31
日
か
ら
６
月
初
旬
ご
ろ
の

軽
自
動
車
の
車
検
に
納
税
証
明
書

が
必
要
な
人
は
、
引
き
落
と
し
が

記
帳
さ
れ
た
通
帳
を
窓
口
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
グ
ル
ー
プ
市

民
税
班
（
☎
内
線
１
７
１
）
へ
。

対
象
者

　
被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
、
第

一
種
健
康
診
断
受
診
者
証
所
持
者

持
参
す
る
も
の

　
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
第
一

種
健
康
診
断
受
診
者
証

旧
島
原
市
地
区

▼
と
　
き
　
６
月
16
日
（水）
・
17
日

　
（木）
　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

　
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
池
田
病
院

旧
有
明
町
地
区

▼
と
　
き
　
５
月
21
日
（金）
　
10
時

　
か
ら
11
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
有
明
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
総
務

調
整
班
（
☎
内
線
３
３
１
）
ま
た

は
県
南
保
健
所
☎
　
３
２
８
７

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

▼
対
象
者
　
本
市
に
住
所
を
有
す

　
る
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

　
の
人
で
、
日
常
生
活
に
不
安
が

　
あ
る
人

▼
事
業
の
内
容
　
電
話
回
線
を
利

　
用
し
た
専
用
の
機
器
を
設
置
し

　
緊
急
時
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

　
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、

　
よ
り
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

　
よ
う
す
る
も
の
で
す

▼
利
用
料
　
月
額
３
０
０
円

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業

▼
対
象
者
　
本
市
に
住
所
を
有
す

　
る
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

　
の
人
で
、
健
康
な
ど
に
不
安
が

　
あ
る
人

▼
事
業
の
内
容
　
市
の
嘱
託
職
員

　
が
定
期
的
に
電
話
を
し
て
、
安

　
否
確
認
や
日
常
生
活
の
相
談
な

　
ど
に
応
じ
ま
す

▼
利
用
料
　
無
料

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
改
造
費
用

助
成
事
業

▼
対
象
者
　
本
市
に
住
所
を
有
し

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

　
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

　
２
級
所
持
者
で
、
そ
の
世
帯
の

　
い
ず
れ
か
の
人
の
前
年
の
所
得

　
税
額
が
14
万
円
以
下
の
世
帯
に

　
属
す
る
人

▼
対
象
工
事
　
手
す
り
設
置
、
段

　
差
解
消
な
ど

▼
助
成
限
度
額
　
助
成
対
象
工
事

　
費
用
合
計
額
の
３
分
の
２

※
た
だ
し
、
40
万
円
を
上
限

特
定
高
齢
者
等
住
宅
改
造
費
用
助

成
事
業

▼
対
象
者
　
本
市
に
住
所
を
有
す

　
る
65
歳
以
上
の
特
定
高
齢
者（
要

　
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

　
に
該
当
し
な
い
人
で
、
生
活
機

　
能
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
人
）

　
な
ど
で
、
そ
の
世
帯
の
い
ず
れ

　
か
の
人
の
前
年
の
所
得
税
額
が

　
14
万
円
以
下
の
世
帯
に
属
す
る

　
人

▼
対
象
工
事
　
手
す
り
設
置
、
段

　
差
解
消
な
ど

▼
助
成
限
度
額
　
助
成
対
象
工
事

　
費
用
合
計
額
の
３
分
の
２

※
た
だ
し
、
３
万
円
を
上
限

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
保
健
総

　
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内
線

　
２
７
７
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎

　
内
線
５
０
６
）

　
子
育
て
支
援
の
充
実
を
目
的
と

し
て
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
「
子

育
て
支
援
室
（
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
室
で
は
、
専
任
の

保
育
士
が
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
と
連
携
し
、
主
に
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
ま
で
の
９
時
30
分
か
ら
16
時
ま

　
で

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内

▼
内
　
容

・
育
児
不
安
や
悩
み
の
相
談
受
付

・
育
児
に
関
す
る
情
報
の
提
供

・
子
育
て
講
座
の
開
催

・
子
育
て
の
仲
間
づ
く
り
や
親
子

　
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
開
設

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
こ
ど
も
支
援

　
グ
ル
ー
プ
子
育
て
支
援
室
（
☎

　
　
４
０
１
５
）

　
国
、
県
、
市
が
行
う
仕
事
（
道

路
、
税
金
、
福
祉
、
登
記
、
公
害

な
ど
）
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
と
　
き
　
５
月
18
日
（火）
　
13
時

　
か
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
有
明
公
民
館

▼
相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
、
長

　
崎
行
政
評
価
事
務
所
、
司
法
書

　
士
会
、
行
政
書
士
会
、
土
地
家

　
屋
調
査
士
会
、
市
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
生
活
グ

　
ル
ー
プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎

　
内
線
１
８
４
）

▼
と
　
き
　
５
月
７
日
（金）
　
10
時

　
か
ら
16
時
ま
で
（
12
時
か
ら
13

　
時
ま
で
は
除
く
）

※
受
付
は
15
時
40
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち（
長

　
崎
市
築
町
３
ー
18
）

▼
相
談
内
容
　
金
銭
、
土
地
・
建

15　  平成22. 5.

原
爆
被
爆
者
定
期
健
康
診
断

高
齢
者
等
支
援
事
業

合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

軽
自
動
車
の
税
納
税
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

「
子
育
て
支
援
室
」
を

開
設
し
ま
し
た

緊 急 通 報システム緊 急 通 報システム



　
物
、
労
務
、
夫
婦
、
親
子
、
相

　
続
、
登
記
、
人
権
門
問
題
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎
地
方
裁

　
判
所
事
務
局
（
☎
０
９
５
ー
８

　
０
４
ー
４
１
１
４
）

　
こ
れ
ま
で
、
島
原
市
で
の
気
象

警
報
・
注
意
報
は
「
県
南
部
」
や

「
島
原
半
島
」
と
し
て
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
５
月
27
日
か
ら

は
「
島
原
市
」
と
し
て
発
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
長
崎
海
洋
気
象
台

（
☎
０
９
５
ー
８
１
１
ー
４
８
６

２
）
へ
。

※
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
は
時
間
や

　
文
字
数
の
都
合
に
よ
り
、
こ
れ

　
ま
で
ど
お
り
「
島
原
半
島
」
と

　
し
て
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す

　
森
林
や
緑
の
重
要
性
を
学
び
、

緑
豊
か
な
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
を

守
り
育
て
る
た
め
、
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
５
月
30
日

（日）

▼
と
こ
ろ
　
舞
岳
山
荘

▼
内
　
容
　
苗
木
の
植
栽
、
森
林

　
整
備
、
木
工
教
室

▼
申
込
期
限
　
５
月
24
日

（月）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
水
産
グ
ル
ー
プ
農
林
畜
産

　
班
（
☎
内
線
５
５
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
免

除
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
保
険
料
の
全
額
を
納
め
た

場
合
と
比
べ
て
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

後
か
ら
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
増
額
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
な
ど
の

承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当

時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
諫
早
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
５
７
　
１
６
６
６
）へ
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き
　
５
月
19
日

（水）
、
６
月

　
23
日

（水）
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数
　
20
人

▼
申
込
方
法
　
相
談
開
設
日
10
日

　
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に

　
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）
を

　
し
て
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
定
期
便
等
相
談
所

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
込
方
法
　
当
日
先
着
順
に
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
「
ね
ん
き
ん

　
定
期
便
・
特
別
便
」
に
同
封
さ

　
れ
て
い
る
書
類
、
印
鑑
、
年
金

　
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
な
ど
参

　
考
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
４
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
手
提
げ
か
ば
ん（
島
原
高
校
用
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
自
転
車
（
大
人
用
）
、
小
学
一

年
生
教
科
書
（
全
教
科
）

　
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線

１
８
４
）
へ
。

　現在、法務局に備え付けてある土地の記録や図面は、明治時代に作られた地
図をもとに加除修正されたもので、土地の面積・形状・地目などが実態と異な
っている場合があります。このため、市では平成22年度から旧島原市区域の地
籍調査を実施します。
　地籍調査は、土地一筆ごとに所有者、地番、地目、面積などを調査しますの
で、土地所有者皆さんの協力が必要です。

旧島原市区域の地籍調査を実施します

平成22. 5.  　16

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

不
用
品
の
交
換

気
象
警
報
・
注
意
報
が

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す

島
原
半
島
森
林
（
も
り
）の

つ
ど
い

第6回 忍者になって

お城で遊ぼう！！
第6回 忍者になって

お城で遊ぼう！！
第6回 忍者になって

お城で遊ぼう！！

第6回 忍者になって

お城で遊ぼう！！
■と　き
　5 月 5 日（水）
　10時から12時まで

■ところ
　島原城内西の櫓前広場

■準備品　風呂敷

■問い合わせ先
　島原城 （☎62－4766）●問い合わせ先　契約管財グループ地籍調査班 （☎内線264）

誰でもすぐに忍者になれるよ！

３　地籍調査完了結果の
　　閲覧について
　地籍調査完了後、調査結
果の閲覧をお願いします（市
が指定する20日間）。

２　現地立ち会い
　現地での立ち会いが必要
となります。日時は事前に
お知らせします。

１　地元説明会への出席
　説明会の日時・場所は後
日案内しますので、出席を
お願いします。

旧島原市区域の地籍調査を実施します旧島原市区域の地籍調査を実施します



　
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
な
ど
の
自
動
振
込
み
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
、
島

原
雲
仙
農
協
、
島
原
漁
協
、
有
明
漁
協
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
固
定
資
産
税
　
税
務
グ
ル
ー
プ
固
定
資
産
税
班
（
☎
内
線
１
７
３
）

▼
軽
自
動
車
税
　
税
務
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班
（
☎
内
線
１
７
１
）

▼
自
動
車
税
　
県
央
振
興
局
税
務
部
島
原
出
張
所
（
☎
　
３
３
７
５
）

1日（土）・8日（土）・15日（土）・29日（土）　11：00～

1日（土）　14：00～

22日（土）　11：00～

8日（土）　15：00～

22日（土）　14：30～

22日（土）　14：00～

26日（水）　11：00～

9日（日）　14：00～

2日（日）　14：00～

◆弁護士法律相談（弁護士）【予要約】

◆不動産に関する相談（宅建協会）

17　  平成22. 5.

市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内
５月の市民相談は、次の日程で市民グループ市民相談センター

（☎内線184）で行います。
一般相談・消費生活相談員は土曜日・日曜日・祝日を除く毎日

（８時30分から17時15分まで）、市民相談センターで行ってい
ます。

◆行 政 相 談（行政相談委員）

◆人 権 相 談（人権擁護委員）

　〈市民相談センター〉
　5月11日（火）・25日（火） 13：00～16：00
　〈有明福祉センター〉
　5月19日（水） 13：00～16：00

　5月12日（水） 13：00～16：00

　5月17日（月） 13：00～16：00

　5月20日（木）
　※予約は5月6日（木）から受け付けます

13：00～16：00

◆交通事故巡回相談（県交通事故相談所）
　5月27日（木） 10：00～16：00

◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場　公証人）
　5月26日（水） 13：00～16：00

固
定
資
産
税 

（
第
１
期
分
）

軽
自
動
車
税 

（
全
期
）

自
動
車
税 

（
全
期
）

の
納
期
は
５
月
　
日
ま
で
で
す

31

図書館通信
島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808）

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）

5月の休館日…4日（火）、10日（月）、17日（月）、
　　　　　　  24日（月）、31日（月）、

　本の返却が１カ月
以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

新刊図書紹介 5月の催し

島原図書館

有明図書館

■おはなしのじかん

■ゴールデンウィーク映画会

　「ふしぎの国のアリス」

■おはなしひろば

■ちいさなおはなし会

■おはなしのじかん

■郷土史を学ぼう会

■おはなしのじかん０・１・２

■名作を見る会「ねこざかな」

　「おくりびと」

開館時間…9：00～18：00
5月の休館日…5日（水）、11日（火）、18日（火）、
　　　　　　  25日（火）、31日（月）、

「オー！ファーザー」
伊坂　幸太郎　著　　新潮社

　我が家は、６人家族で大変なんだ。父

親が４人もいるんだよ。しかも、みんな

どこか変わっていて…。

　ごく普通の高校生、由紀夫は変な事件

に巻き込まれていく。

「おたふく」
山本　一力　著　日本経済新聞出版社

　寛政の世。幕府は徹底した倹約を求め

やがて江戸を未曾有の大不況が見舞う。

人々の身も懐も寒さが厳しさを増す中、

大店の次男が始めた小さな志高き商いが

武士と町人の心を一つにし…。

■「小説一途　ふたりの『源氏物語』」
　　　田辺　聖子、瀬戸内　寂聴　著　  角川学芸出版

■「御隠居忍法魔物」
　　　高橋　義夫　著　  中央公論新社

■「我・新」
　　　花村　萬月　著　  集英社

■「乱心タウン」
　　　山田　宗樹　著　  幻冬舎



平
成
　
年
　
月
号
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編
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発
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島
原
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市
長
公
室
　
　
　
　
長
崎
県
島
原
市
上
の
町
5
3
7

◆
毎
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１
日
発
行

〒
855
｜

8555
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
５
７
　
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７
　
６
３
３
４

（－322）

（－186）

（－136）

（－046）

48, 784

島原市の人口

人 口
4月1日現在

人

人

人

（前月比）

22, 706男

26,078女

18,647世帯数

出生 042件
転入 214件

死亡 054件
転出 471件

※人口、世帯数は住民基本台帳による

世帯

編
集

後
記

▼
今
回
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
「
秋
波
」
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
水
無
川
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
車
で

水
無
川
を
渡
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
い
ざ
歩
い
て
み
る
と
緑
の

山
々
、
き
ら
め
く
有
明
海
な
ど
島

原
の
素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
生
し

て
い
る
ク
レ
ソ
ン
も
新
た
な
発
見

で
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
話
し
に

耳
を
傾
け
て
み
る
と
、
旬
の
食
べ

物
や
調
理
方
法
な
ど
が
聞
こ
え
、

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
を
さ
れ
て
る
ん
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

▼
今
回
か
ら
広
報
紙
づ
く
り
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
の
気
持

ち
で
、
読
み
や
す
い
、
読
み
た
い

広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

Y


